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研究要旨： 

 本研究は、災害時の保健危機管理支援体制の強化を目的に、DHEAT、IHEAT、行政支援リ

ーダーの役割と機能の整理、活動要領、情報システムの整備を行う。令和 6 年 1 月 1 日に

発生した能登半島地震における保健医療福祉調整本部の活動内容や各支援チームの活動を

主に参考にしながら、DHEAT が関係する各研修、保険医療福祉調整本部で取り扱うべき情

報項目などの整理を行なった。研究については DHEAT の役割・機能の整理、DHEAT 研修の

企画と実施、DHEAT 事務局のあり方および情報システムの検討の４つを行った。 

 

 

Ａ．研究目的 

DHEAT（災害時健康危機管理支援チーム）は、

災害発生時に被災地及び被災者の健康危機管

理を行う組織の支援を行うことを目的として、

平成 28 年度より研修が先行する形で事業が

開始された。一方、IHEAT は、令和 3 年度よ

り新型コロナウイルス感染症の拡大とともに、

保健所に大きな業務負担が生じたことから、

保健所の体制強化のために専門官を派遣する

仕組みとして事業が開始された。 

感染症流行時だけではなく、災害発生時も

保健所の体制を強化する必要性はあり、感染

症流行時に保健所の体制を強化する IHEAT を

災害発生時にも活用できる枠組みは有用であ

る。そのほか、感染症流行時に肥大化する保

健所業務のマネジメントを行える人材である

行政支援リーダーも、災害時の保健所業務の

マネジメントを行える人材として登用できる

可能性がある。 

以上の背景を踏まえて、本研究では、当初、

DHEAT と IHEAT、さらには行政支援リーダーな

どの役割・機能の整理を行うとともに、関係

する活動要領や事業、情報システム及び研修

に関して整理を行い、新しい防災・防疫にお

ける保健機能支援の枠組みを提案する予定で

あった。しかし、IHEAT が制度化されたこと

に伴い、本研究では、災害時の本庁に設置さ

れる保健医療福祉調整本部における DHEAT の

役割及び各保健所に応援に入る DHEAT の役割、

そのほか、災害時の保健を支える情報システ

ム周りの整理と訓練のあり方について、整理

することに研究全体の目的を変更する。 

 具体的には、防災下における行政の保健機

能の強化を担うことになる本庁保健医療福祉

調整本部及び保健所に応援に入る DHEAT につ

いて、その役割や業務を実証実験の中から問

題点の把握を行い整理することで、行政支援

リーダーの役割を含んだ DHEAT のあるべき姿

を提言する。さらに、あるべき姿を育成でき

るように災害時の保健所と保健医療福祉調整

本部が連動するための訓練内容の整理及びそ

の実施手順を作成する。 

 その他、保健に限らず、災害時の保健医療

福祉に関係する情報システムの中から、保健

活動に必要となるシステムからの情報および

その情報の理解の仕方について整理をし、災

害時の需要と供給のバランスが取れる意思決

定支援に役立つ情報分析能力を養う環境を整



 

える。なお、保健所状況報告システムに掲載

すべき情報についても検討を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究は、1）DHEAT・IHEAT・行政支援リー

ダーなどの役割・機能の整理 2）DHEAT 研修

（縦に連動する）の企画と実施 3）事務局要

項の策定 4）防災・防疫下における情報シス

テムの検討 の 4つの項目を行う。 

 

1）DHEAT・IHEAT・行政支援リーダーなどの役

割・機能の整理 

 現状の DHEAT、IHEAT、行政支援リーダーの

役割と機能の整理、及び比較を令和 4年度前

半に行う。主に事業資料や研修資料を用いて

各ステークホルダーの役割が明確化された情

報の整理を行う。行政を支援する制度におけ

る防疫・防災下での違いを整理することで、

役割や責務を明確にする。なお、IHEAT の法

定化されたことにより DHEAT と IHEAT の統一

に向けた論点整理は行わない。 

 

2）DHEAT 研修（縦に連動する）の企画と実施 

 制度から 5年以上経過したDHEATについて、

保健所の受援体制を強化する実践的な研修は

行われてきている一方で、本庁に置かれる保

健医療調整本部での DHEAT の役割に言及した

実践的な研修は行われていない。このような

状況を踏まえて、本庁に応援で入る DHEAT の

役割・応援内容の整理と課題を把握すべく実

働訓練を行う。そこで得られた課題をもとに、

本庁保健医療福祉調整本部における DHEAT を

育成できる標準的な研修内容を構築する。あ

わせて、厚生労働省、本庁保健医療福祉調整

本部、保健所、DHEAT 事務局が実災害時に連

動できるような、各ステークホルダーの訓練

について整理を行い、それぞれの研修内容を

策定する。さらに実働訓練の中で研修内容の

精度を高める。 

 

3）事務局要項の策定 

 2）によって実施される実証実験、及び標準

的な研修内容の整理から、DHEAT 事務局が行

うべき役割（平時と有事）及び研修や訓練の

際の活動内容について、研修や訓練の企画、

見学、ヒアリングの中から DHEAT 事務局のあ

るべき形を提案する。なお、令和 6 年 1 月 1

日に発生した能登半島地震における保健医療

福祉調整本部での活動も踏まえ、今後の

DHEAT 事務局の役割を整理した。 

 

4）防災・防疫下における情報システムの検討 

 統括 DHEAT 研修が開始されたことを受け、

保健医療福祉調整本部にてどのような情報項

目を必要としているかと、現在稼働している

保健所現状報告システムを用いて情報の分析

判断を行う演習課題を実施する。そこで得ら

れた演習結果より、DHEAT特に保健医療福祉

調整本部で扱うべき情報およびその扱うべき

時期を整理する。 

 

Ｃ．研究結果 

1）DHEAT・IHEAT・行政支援リーダーなどの役

割・機能の整理 

 令和 4年度に令和４年１２月までに終了し

た各研修・訓練に参加し（DHEAT 研修、IHEAT

研修、行政支援リーダー研修、スーパーバイ

ザー研修）、これらから得られた知見を踏ま

え、整理表を作成した。DHEAT、IHEAT、行政

支援リーダー研修、スーパーバイザー研修他、

各地で行われる医療活動訓練などから、各仕

組みが求めているもの、研修対象者、研修内

容、研修方法について整理を行なった。各仕

組みの整理 を行う中で、各訓練で得られた知

見のうち訓練の重複内容を基に、防災・防疫

の訓練ストーリーの中で DHEAT、IHEAT、行政

支援リーダー研修、スーパーバイザーの各機

能を新 DHEAT の機能を盛り込む案を作成した。

なお、IHEAT の制度化に伴い、DHEAT と IHEAT

の再構築の検討は行わないこととし、行政支

援リーダー研修の流れを汲んだ研修が開催さ



 

れることが決まったため、令和 5年度は、令

和 4年度以上の議論を行なっていない。 

 

2）DHEAT 研修（縦に連動する）の企画と実施 

 DHEAT 研修や統括 DHEAT の在り方、DHEAT

事務局の在り方を検討するために、保健所災

害対応研究（DHEAT基礎編）、DHEAT標準研修、

統括 DHEAT 研修の各研修を分析した。研修の

目的とカリキュラムからは、共通して平時に

おける研修や人材育成の実施が可能となる状

態を目的とする点で一致することがわかった。 

その結果、災害時に DHEAT が関わる様々な

保健医療福祉に関する支援チームは、派遣や

その調整、平時からの県との協定についてな

ど様々な問題があることが分かった。カリキ

ュラムの中で災害時実務を重点的に学ぶ一方、

目標で掲げられている平時における研修企画

や人材育成の実施については、カリキュラム

上では 1～2セッションにとどまっているこ

ともわかった。 

 

3）事務局要項の策定 

 令和 4年度に実施された大規模地震時医療

活動訓練および九州・沖縄ブロック DMAT 実働

訓練において、DHEAT 事務局としての応援・

受援機能の試行を行った。これに続き、令和

5年度も DHEAT 事務局における DHEAT派遣調

整訓練、および保健師の応援派遣訓練を実施

した。これらの訓練では、KMNIT.JP（災害保

健情報システム）の保健師等派遣調整システ

ムや DHEAT派遣調整システムを活用した。 

また、令和 5年度宮崎県保健医療福祉調整

本部防災訓練においても DHEAT 事務局を設置

し、本庁の保健医療福祉調整本部と DHEAT 事

務局の連携の検討を行った。 

これらの活動を踏まえ、DHEAT 事務局の要

項策定を進める予定であったが、令和 6 年 1

月 1 日に発生した能登半島地震の際、石川県

庁保健医療福祉調整本部の実態を見学および

調査する機会があった。この経験を通じて、

DHEAT 事務局が果たすべき役割の整理を行っ

た。 

 

4）防災・防疫下における情報システムの検討 

 保健所現状報告を読み解く内容からは、活

動の継続と安全性の確保に重点を置き、活動

場所の確保、応援体制、リエゾンの活用など

が主要な議題となることがわかった。また、

倒壊の危険性がある保健所での作業禁止、業

務条件の確認、活動継続のための要員確保な

ど、具体的な対応策についても議論点とされ

た。これらの対策により、保健医療福祉調整

本部としての活動が円滑に進行し、地域の保

健サービスが中断されないようにすることが

目指されることがわかった。 

取得すべき情報項目については、急性期で

は、被害状況の詳細な把握、道路や交通の状

況、医療機関や福祉施設の現状、ライフライ

ンの確保、市町村役場や災害対策本部の立ち

上がり、避難所の開設と避難者数の確認が挙

げられた。亜急性期では、外部組織の受援、

避難所の開設と受け入れ状況、福祉施設の状

況把握が挙げられていた。移行期においては、

医療機関の回復状況に注目が置かれ、特に診

療所や薬局の機能回復が共通の関心事項とな

った。 

 

Ｄ．考察と結論 

 IHEAT が法定化されたことや、研究期間の

終盤で災害が発生したことにより、当初の計

画より研究目的を大きく変更せざるを得なか

った。しかし、研究成果の取りまとめ時期に

能登半島地震が発生し、DHEAT が現場で活動

する事態となったことで、保健医療福祉調整

本部への調査や聞き取りを行う機会を得るこ

とができた。これにより、今後の DHEAT 活動

に役立つ知見を得ることができた。 

今後は、能登半島地震で得られた教訓を踏

まえ、平時からの備えとして DHEAT の各種研

修において、他組織との連携、調整および情

報共有が進められていくことが期待される。 
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